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第二章 同じダブルコーナーに駒２つを追い込んだときの勝ち方～達人編～ 

＜盤面名称説明＞ 

図 シングルコーナー           図 ダブルコーナー 

 

        コーナーが１つしかない。          コーナーが２つある。 

 

まずフラットに並べてみます（図１）。次赤番で 14－10（図２）と打つのが達人です。 

なぜなら、分岐が少なく、最短手順で勝利を確定させることができるからです。 

 

              図１                  図２ 

 



［図２のその後］ 

●パターン１ 白 1－5（図 2－1） 

赤 10－6（図 2－2）、白 2×９（図 2－3）、赤 13×6（図 2－4） 

 

図 2－1          図 2－2         図 2－3         図 2－4 

●パターン２ 白２－６（図 2－5） 

赤 13－17（図 2－6） 

 

                図 2－5          図 2－6 

次、白は 6－9（ケース１）か白６－２（ケース２）の２択。 

 

                 ケース１        ケース２ 



 ＜ケース１＞ 

白６－９ときた場合、赤 15－18（図 2－7）、 

 

白 6－9          図 2－7 

次、白 9－13（図 2－8）なら赤 10－15（図 2－9）。次、白 9－6（図 2－10）なら赤 17－22（図 2－11）。 

 

    図 2－8         図 2－9         図 2－10        図 2－11 

 

次、白 9－5（図 2－12）なら赤 17－14（図 2－13）。次、白 1-6（図 2-14）なら赤 17-13（図 2-15） 

 

    図 2－12        図 2－13                図 2-14                 図 2-15 

 



＜ケース２＞ 

白６－２ときた場合、赤 17－22（図 2－12）、 

 

白 6－2        図 2－12 

次、白 1－5（図 2－15）なら、赤 22－18（図 2－16）、白 5－1（図 2－17）、赤 10－7（図 2－18）。 

 

図 2－15         図 2－16        図 2－17        図 2－18 

 

次、白 2－6（図 2－19）なら、赤 15－18（図 2－20）。 

 

                図 2－19         図 2－20 

 



［その他の赤が勝利する形］ 

今までの話で、 

「この状況（図１）で次赤番ならこの形（図２）にすれば赤は勝利できる」ということを証明できました。 

 

                 図１           図２ 

では、 

「この状況で（図１）で次白番であっても赤は勝利できるでしょうか？」答えは YES です。 

次赤番であるよりも、次白番である方が、赤にとっては比較的勝利しやすい形に持っていきやすいです。 

考えられるのは白２-６（ケース１）、白２-７（ケース２）、白１-６（ケース３）、白１-５（ケース 4）の 4通り。 

 

    ケース１         ケース２       ケース３        ケース４ 

この中で、ケース２以外は全く同じ形で白を追い込む（図３）ことができます。 

 

図３は３-２で勝つときの基本形と言ってもいいでしょう。 

※ただし、ケース３の場合は最短勝利ではありません。最短手筋は赤 13-9。 



 

                        図３ 

＜ケース１から図３になるまで＞  

 

 

＜ケース３から図３になるまで＞ （最短は赤 13-9、白 6×13、赤 15-10） 

 

 

＜ケース 4から図 3 になるまで＞ 

 



＜ケース２から勝利するまでの例＞ 

・ケース２でも図３になる場合 

 

 

・ケース２で図３にならない場合 

 

 

＜図３になったらどうするの？＞ 

白１－５（図 3－1）、赤 9－6（図 3－2）、白２×９（図 3－3）、赤 13×6（図 3－4）で赤勝利。 

 

   図 3－1         図 3－2         図 3－3          図 3－4 

 

 



●まとめ 

「第二章 同じダブルコーナーに駒２つを追い込んだときの勝ち方達人編」では、説明するための方法論として、 

手筋の分岐をわかりやすくして解説しましたが、これ以外にも様々な勝ち方が存在します（凡人編など）。 

例えば、図４は達人編、凡人編のいずれにも「説明上存在しない形」ですが、 

実際の対戦で赤が自由に動いた場合、現れる可能性がある形であり、赤が勝利できる形です。 

 

                         図４ 

大事なポイントは、「３-２共にキング同士で同じダブルコーナーに駒２つを追い込んだとき」に時間をかけず

に勝利できるかどうかです。チェッカーでは駒交換なく数十手経過した場合引き分けとなるため、時間をかけた

り、手筋を多く費やしたりすることは得策ではありません。 

この章でまとめたことをよく理解せずにチェッカーをしていた時期は、３-２と勝っているにもかかわらず、

引き分けにさせられた悔しい経験があります。 

また、時間設定がある場合、勝利するために多くの時間を費やせないという状況がほとんどでしょう。 

まとめとして、この２つの図を肝に命じておけば、どんな状況でも勝ちきることができると思います。 

 



■動画で確認 

言葉と画像だけじゃよくわからない、そんな人のために動画も作成しました。 

http://www.youtube.com/watch?v=oJ2Fdgs1Go4 
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